
 

   

                             令 和 ６ 年 ３ 月 １ ４ 日 

九州地方整備局 建政部 

           

 

福岡県添田町、大分県竹田市の 

歴史まちづくり計画（第２期）を認定します 

 

添田町、竹田市の歴史まちづくり計画（第２期）について、歴史まちづくり法に基づき、３月

１８日付けで主務大臣（文部科学大臣、農林水産大臣、国土交通大臣）が認定します（各認

定都市の詳細は別添のとおり）。 

                              

 

 

 

 

 

 

今回の認定により、九州で歴史まちづくり計画に取り組む 14 都市のうち、第１期計画を

完了し、第２期計画の取組を進める都市は５都市となります。 

 

※歴史まちづくりとは 

全国各地には、城や神社仏閣とその周辺の町家や武家屋敷等から成る市街地と、祭

礼行事、民俗芸能、昔ながらの生業等の人々の伝統的な営みや活動とが一体となって、

地域の個性とも言える歴史的な情緒や風情を醸し出すまちが多くあります。 

これらを「歴史的風致」として地域固有の資産であると捉え、関係省庁が連携し、地域

の活性化や歴史・伝統文化の保存・継承について、ハード・ソフト両面から支援していま

す。 

国土交通省発表  https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi10_hh_000483.html 

添 田 町 発 表  https://www.town.soeda.fukuoka.jp/docs/2014061800019/ 

竹 田 市 発 表  https://www.city.taketa.oita.jp/shisei_machizukuri/shinokeikaku/matidukuri/3519.html 
 

 

 
【問い合わせ先】 

国土交通省 九州地方整備局 建政部 

TEL：092-471-6331（代表） 092-707-0186（直通） 

計画管理課 課 長   箕 口 （内線 6121） 

計画管理課 計画・景観係 蓑 田 （内線 6138） 

 

【同時発表】 

文部科学省、農林水産省、国土交通省、 

添田町、竹田市 

【添田町】英彦山神宮参道沿いにある 
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【竹田市】岡城桜まつりで行われる 

大名行列 
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における歴史的風致維持向上計画（第２期）の概要 

（１）第１期計画の取組による成果 

添田町では、平成 26 年度から令和５年度（10 年間）を計画期間とする第１期歴史まち

づくり計画により、以下のような成果をあげています。 

・「英
ひ

彦
こ

山
さん

」の国の史跡の指定、重要文化財・中
なか

島
しま

家
け

住
じゅう
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や英彦山神宮参道等の文化財

の保存修理、歴史文化活用団体の設立・育成が進むことなどにより、第１期計画策定

当時の観光入込客数は徐々に増加しました。 

・町の歴史や歴史文化遺産を紹介する「歴史テキスト」の作成、小学校での学習、町民

への歴史的風致報告会など、将来の担い手の育成が図られました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２期計画の概要 

添田町では、古くから信仰を集める霊峰「英彦山」に重要文化財・英
ひ

彦
こ
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はじめ様々な社殿が建ち並ぶ英彦山地区、英彦山への往来により形成された街道沿いに

中島家住宅等の町屋が軒を連ね添田本町地区等があり、固有の風情を感じる歴史的風致

が形成されています。 

第２期計画では、第１期計画で進められなかった周辺景観に配慮した公共施設の修景

整備、第１期計画で保存整備が進められた中島家住宅の活用を促す環境整備、文化財指

定が進められた英彦山の整備など、第１期計画の事業成果をより高めてまいります。ま

た、民俗芸能等の活動支援や子供たちへの歴史的風致の学習の機会の提供等による町民

の郷土愛の醸成、国内外に向けた魅力発信をしてまいります。 

 

 

 

 

 英彦山神宮参道沿いにある重要文化財・
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※２での神幸祭 

重要文化財・中島家住宅の前を練り

歩く神幸祭 

中島家住宅（重要文化財） 英彦山神社奉幣殿※１（重要文化財） 

※１・２ 神社の現名称は英彦山神宮ですが、文化財の指定名称は「英彦山神社奉幣殿」「英彦山神宮銅鳥居」となっています。 
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における歴史的風致維持向上計画（第２期）の概要 

（１）第１期計画の取組による成果 

竹田市では、平成 26 年度から令和 5年度（10 年間）を計画期間とする第１期歴史まち

づくり計画により、以下のような成果をあげています。 

・城下町地域において、電線類無電柱化、道路美装化、建物修景を実施し、周辺環境と

調和のとれた歩いて楽しめるまちづくりを推進しました。 

・市立図書館、歴史文化館、総合文化ホールを、文化・情報・生涯学習の拠点及び城下

町の中核施設、岡城跡や城下町に関する総合的なガイダンス機能を備えた文化観光

拠点施設として整備しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２期計画の概要 

竹田市では、岡藩の城下町である城下町地域、くじゅう連山の麓に広がる高原地域の

北部地域、祖母山系の急峻な地形を呈する南部地域において、豊かな自然・文化と歴史的

建造物が、地域固有の伝統的な祭礼や活動と一体となり、良好な歴史的風致を形成して

います。 

第２期計画では、文化財の保存整備を行うとともに、多くの人に文化財を知ってもら

える環境づくりの一環として、文化財と共存する住環境を整備することによる回遊性を

向上、デジタルコンテンツを活用した多言語対応等による、さらなる文化財とその周辺

の魅力向上を図ることにより、生活者、来訪者の双方が、日常的に行きかう、情感あふれ

る竹田城下町を歩いて楽しめるまちづくりに取り組みます。 

 

 

岡城桜まつりで行われる大名行列 

岡城跡（国史跡） 電線類無電柱化を実施した通り 

久
く

住
じゅう

高原の野焼き 
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九州の歴史まちづくり計画等の情報については、下記ホームページ等で紹介しています。 

 

 

 

【九州地方整備局 建政部ホームページ】 

「九州歴史まちづくり」 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/kyushu-rekimati_HPdocx.html 

 

 

 

 

 

【九州歴史まちづくりインスタグラム】 

 九州地方整備局と認定都市（14 都市）で組織する「九州歴史まちづくり 

ブランド推進会」が、九州歴史まちづくりに関する情報、認定都市の魅力 

などをインスタグラムで情報発信しています。 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/5_kyushu_rekimachi_instagram/kyushu_

rekimachi_instagram.html 

 

 

参考資料 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/kyushu-rekimati_HPdocx.html
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/5_kyushu_rekimachi_instagram/kyushu_rekimachi_instagram.html
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-park/5_kyushu_rekimachi_instagram/kyushu_rekimachi_instagram.html



